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【手続補正書】
【提出日】平成28年7月6日(2016.7.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　レーザー媒質、前記レーザー媒質を励起するフラッシュランプ、および、レーザー光を
出力する出力鏡を少なくとも含む共振器と、
　前記レーザー光を発振させる発振手段と、
　前記フラッシュランプによる励起が開始した後の、前記発振手段による前記レーザー光
の発振のタイミングを制御する制御手段と、
　前記レーザー光の波長を複数の波長から選択する選択手段と、
　前記レーザー光を照射された被検体から発生する音響波を検出する探触子と、
　前記音響波を用いて前記被検体の特性情報を取得する処理手段と、
を有し、
　前記制御手段は、前記複数の波長の間での前記レーザー光の出力エネルギーの差が所定
の範囲内となるように、前記レーザー光の発振のタイミングを波長ごとに決定する
ことを特徴とする被検体情報取得装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、各波長において、前記レーザー光の出力エネルギーが、当該波長での
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最大出力の８０－１００％となるように制御を行う
ことを特徴とする請求項１に記載の被検体情報取得装置。
【請求項３】
　前記制御手段は、各波長において、前記レーザー光の出力エネルギーが、当該波長での
最大出力の９０％となるように制御を行う
ことを特徴とする請求項２に記載の被検体情報取得装置。
【請求項４】
　前記制御手段は、前記複数の波長のうち出力エネルギー値が最も低い波長での出力エネ
ルギー値が、出力エネルギー値が最も高い波長での出力エネルギー値の９０％以上となる
ように制御を行う
ことを特徴とする請求項１ないし３のいずれか１項に記載の被検体情報取得装置。
【請求項５】
　前記制御手段は、前記複数の波長のうち出力エネルギー値が最も低い波長での出力エネ
ルギー値が、出力エネルギー値が最も高い波長での出力エネルギー値の９５％以上となる
ように制御を行う
ことを特徴とする請求項４に記載の被検体情報取得装置。
【請求項６】
　前記共振器は、熱平衡状態において出力が最大となるようにアライメントされる
ことを特徴とする請求項１ないし５のいずれか１項に記載の被検体情報取得装置。
【請求項７】
　前記被検体に前記レーザー光を照射する間、前記フラッシュランプに印加する電圧を調
整して一定に維持する調整手段をさらに有する
ことを特徴とする請求項１ないし６のいずれか１項に記載の被検体情報取得装置。
【請求項８】
　前記調整手段は、前記被検体に前記レーザー光を照射する前に前記フラッシュランプの
出力エネルギーを測定し、所定の出力エネルギーが得られない場合に印加電圧を増大する
ことを特徴とする請求項７に記載の被検体情報取得装置。
【請求項９】
　前記選択手段は、２つの波長から前記レーザー光の波長を選択し、
　前記処理手段は、前記２つの波長のそれぞれにより得られる前記特性情報を用いて、前
記被検体の酸素飽和度を算出する
ことを特徴とする請求項１ないし８のいずれか１項に記載の被検体情報取得装置。
【請求項１０】
　前記２つの波長は、７５０ｎｍおよび８００ｎｍであることを特徴とする請求項９に記
載の被検体情報取得装置。
【請求項１１】
　前記出力鏡における光の反射率は、前記レーザー光の波長に応じて異なる
ことを特徴とする請求項１ないし１０のいずれか１項に記載の被検体情報取得装置。
【請求項１２】
　前記発振手段は、Ｑスイッチである
ことを特徴とする請求項１ないし１１のいずれか１項に記載の被検体情報取得装置。
【請求項１３】
　前記レーザー光を前記被検体に照射する照明手段と、
　前記照明手段を前記被検体上において往復させる走査手段と、
をさらに有し、
　前記選択手段は、前記照明手段の往路と復路で異なる波長を選択する
ことを特徴とする請求項１ないし１２のいずれか１項に記載の被検体情報取得装置。
【請求項１４】
　前記被検体の特性情報を表示する表示手段をさらに有する
ことを特徴とする請求項１ないし１３のいずれか１項に記載の被検体情報取得装置。
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【請求項１５】
　レーザー媒質、前記レーザー媒質を励起するフラッシュランプ、および、レーザー光を
出力する出力鏡を少なくとも含む共振器と、
　前記共振器からレーザー光を発振させる発振手段と、
　前記フラッシュランプによる励起が開始した後の、前記発振手段による前記レーザー光
の発振のタイミングを制御する制御手段と、
　前記レーザー光の波長を複数の波長から選択する選択手段と、
を有し、
　前記制御手段は、前記複数の波長の間での前記レーザー光の出力エネルギーの差が所定
の範囲内となるように、前記レーザー光の発振のタイミングを波長ごとに決定する
ことを特徴とするレーザー装置。
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